
号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考

1 1～15 児玉   幸多 東海道の宿場 近世史
売切 16～28 圭室   文雄 江の島岩本院における本末制度の確立 近世史

29～38 煎本   増夫 元禄期の一関東農村－相州高座郡羽鳥村を中心として－ 近世史
39～48 三浦   俊明 東海道藤沢駅大久保町戸籍（明治三年）について 近代史
49～62 宮川      康 明治十年代における庶民金融－貸付会社｢教育社藤沢支社｣を中心に－ 近代史
63～75 堀内   松麿編 藤沢沿革考（巻之一） 史料紹介

2 1～11 杉山      博 玉縄落城前後ばなし 中世史
売切 12～30 大橋   俊雄 清浄光寺の創建とその展開 宗教史

31～43 神崎   彰利 藤沢市域村落の領主変遷 近世史
44～60 武田幸太郎 1700年前後における藤沢宿近郷農村の一考察 近世史
61～72 飯島   端治 相州高座郡羽鳥村名主出入をめぐって 近世史
73～81 池上   義雄 市制施行前夜 近代史
82～114 堀内   松麿編 藤沢沿革考（完結） 史料紹介

3 1～5 杉山      博 『藤沢市史』中世編の執筆を終って 中世史
売切 6～12 木村      礎 文書館をどうつくるか 文書館

13～19 圭室   文雄 文書館設立の意義と必要性 文書館
20～27 西垣   清次 藤沢における｢えゝじゃないか｣ 近世史
28～47 高野      修 近世藤沢俳壇の動向 近世史
48～53 清田   義英 中世の相州片瀬｢竜の口｣ 中世史
54～63 高野   修編 藤沢市域の皇国地誌 地誌
64～68 服部   忠幸 『むらおか』の歴史をつくるにあたって 郷土史
69～96 大橋   俊雄 遊行二十四祖御修行記 宗教史
97～100 西垣   清次 大庭御厨文書 史料紹介

4 1～3 児玉   幸多 文書館の設立を望んで 文書館 文書館特集
売切 4～9 日本学術会議 『歴史資料保存法の制定について』 文書館 文書館特集

10～13 林      英夫 文化財保護法の問題点 文書館 文書館特集
14～20 宮川      康編 既設文書館の紹介（一） 文書館 文書館特集
21～28 圭室   文雄 藤沢市文書館建設問題に関する現状と問題点 文書館 文書館特集
29～48 藤沢市文書館建設調査委員会 文書館視察報告紹介 文書館 文書館特集
49～51 藤沢市史編さん室 文書館建設に関する論文案内 文書館 文書館特集
52～54 藤沢市文書館建設準備委員会 文書館設立に関する準備経過記録（案） 文書館 文書館特集
55～60 藤沢市文書館建設準備委員会 藤沢市文書館建設についての報告書 文書館 文書館特集
61～67 川島      忠 文書館設計図の概要 文書館 文書館特集
68～78 高野      修編 藤沢市域の皇国地誌（二） 地誌

5 1～16 座談会 藤沢市文書館の開館にあたって 文書館
売切 17～33 清田   義英 龍の口法華寺院の覚書的考察 宗教史

34～46 神谷   敏夫 遊行寺の名墓石 宗教史
47～60 三浦   俊明 東海道藤沢宿における慶応二年の打こわしについて 近世史
61～68 道上　  　定・阿部   征寛共編 鉄砲場をめぐるいくつかの事件（一） 近世史
69～77 荒木   良正編 藤沢地名考（一） 地誌
78～95 高野      修編 藤沢市域の皇国地誌（三） 地誌

1～23 大濱   徹也 兵士水村森蔵と日露戦争 近代史
24～48 内田   輝彦 江の島植物園物語 郷土史
49～64 丸山   久子 金井チカ刀自今昔譚 民俗
65～83 樋田   豊宏 相模国準四国  八十八ヶ所について 宗教史
84～95 広田   三郎 村岡の史跡 郷土史
96～97 藤沢市文書館運営委員会 藤沢市文書館書庫新設に関する要望書 文書館

70･10

71･7

74･7

75･2

72･12

73･11

6



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
98～103 阿部   征寛・高野      修 日本学術会議報告書 文書館

1～14 石塚   裕道 明治・大正期における湘南海岸の開発の歴史 近代史
15～28 浅山   円祥 河野通盛と遊行寺 宗教史
29～50 青山   孝慈 相模国高座郡の村明細帳 近世史
51～64 佐藤   博信 玉縄北条氏の研究 中世史
65～71 山本      章 藤沢市における愛市同盟の一考察 近代史
72～88 荒木   良正編 藤沢地名考（二） 地誌
89～106 高野      修編 藤沢市域の皇国地誌（四） 地誌

1～25 有賀   祥隆 藤沢遊行寺の絵画 美術史
26～42 下山   治久 後北条氏の郷村支配と小代官 中世史
43～52 橘      俊道 綱吉女『祐光書状』覚え書 史料紹介
53～71 青山   孝慈 相模国高座郡の村明細帳（二） 近世史
73～89 牧野   素山 七条金光寺文書 史料紹介

9 1～26 有賀   祥隆 四条道場（金蓮寺）歴代浄阿上人像と開山浄阿上人絵詞伝について 美術史
売切 27～47 山本   光正 東海道における人馬賃銭の構造について－特に賃銭の変動を中心として－ 近世史

48～56 清田   義英 龍の口の金石遺物 史料紹介
57～82 橘      俊道 井川・新善光寺文書  高宮・高宮寺文書 史料紹介

10 1～14 大山   仁快 遊行寺の古経典 宗教史
売切 15～33 梅谷   繁樹 京都の初期時衆（上）－市屋派のことなど－ 宗教史

34～48 平野   雅道 江戸初期の藤沢宿と御殿について 近世史
49～66 寺田   兼方 考古学上から見た藤沢 考古学 市史研究会発表論文
67～83 西川   武臣 幕末南関東における農村金融の構造－旗本知行地を中心に－ 近世史 市史研究会発表論文

1～20 大山   仁快 遊行寺の古聖教 宗教史
21～34 梅谷   繁樹 京都の初期時衆（下）－市屋派末寺西蓮寺を中心に－ 宗教史
35～39 丸山   久子 民俗調査をするに当って 民俗

12 1～25 三浦   俊明 東海道藤沢宿場町の発展 近世史
売切 26～43 斉藤   康彦 幕末維新期における小作騒動－相州高座郡羽鳥村の場合－ 近世史

44～54 平野   雅道 藤沢宿の陣屋について－大久保陣屋についての若干の考察－ 近世史
55～74 野間   真栄・高野      修 総社文庫蔵 春登上人『花水吟草』 (付)春登上人伝 史料紹介
75～82 青山   孝慈 江戸時代の相州の寺－その数量的側面  高座郡の場合－ 近世史

1～7 清水   真澄 長生院の木造阿弥陀如来坐像 美術史
8～15 橘      俊道 清浄光寺の本尊由来記 美術史
16～36 今井   雅晴 時宗文書に見る｢藤沢｣ 宗教史
37～42 橘      俊道 清浄光寺蔵 ｢山門使節文書｣について 史料紹介
43～57 三浦   俊明 東海道藤沢宿関係の地誌について 地誌
58～74 高野      修 天保期における藤沢宿災害について 近世史
75～99 大津   邦彦・高崎      進 藤沢市域の皇国地誌（五） 地誌

1～13 平野      恒 父  平野友輔を語る 人物史
14～22 田村   武子 父  友輔のこと 人物史
23～25 小澤   篤寛 医師  平野友輔 人物史
26～30 大畑      哲 盲人民権家・府川謙斉 人物史
31～51 川鍋   定男 近世後期南関東畑作農村における農民層分化と養蚕・製糸業 近世史
52～63 今井   雅晴 清浄光寺蔵｢佐竹義久判物｣再考 史料紹介
64～170 橘      俊道 藤沢山過去帳について 史料紹介

1～18 伊藤      晃 共産党史上の荒畑寒村 近代史 荒畑寒村特集
19～33 石堂   清倫 寒村とコミンテルン 近代史 荒畑寒村特集
34～38 岡部伊都子 寒村先生のお声 人物史 荒畑寒村特集

75･2

76･11

77･3

75･8

76･3

79･12

80･12

78･3

79･3

82･3

7

6

15

14

13

11

8



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
39～40 堤      為子 叔父寒村を偲ぶ 人物史 荒畑寒村特集
41～47 平野   雅道 藤沢御殿の裏門について 調査報告
48～55 西川   武臣 平野友輔関係書簡－島田三郎からの手紙を中心に－ 史料紹介
56～66 高野      修 遊行四十二代尊任上人  萱津光明寺御移之覚 史料紹介

1～17 中根   和浩 親鸞と異義者 宗教史
18～45 今井   雅晴 遊行五代他阿弥陀仏安国について 宗教史
46～57 高達奈緒美 常陸における小栗判官説話 文学
58～66 森松   昌子 満徳寺史の若干の疑問について 宗教史
67～70 平本   明子 アンギンについて 民俗
71～77 樋田   豊宏 時宗五十二代名号塔について 宗教史
78～229 高野      修 一蓮寺過去帳 史料紹介

1～10 西川   武臣 幕府御触書と旗本 近世史
11～50 上山   和雄 大正・昭和期の藤沢 近代史
51～66 今井   雅晴 一遍｢六字無生の頌｣の板碑 宗教史
67～92 石井      修 遊行寺観音堂惣益講について－祠堂造営講の一事例－ 近世史
93～96 内田   輝彦 江の島出土の黒曜石 考古学
97～99 高野      修 遊行四代呑海上人入滅記 史料紹介

1～7 早田   啓子 宗教歌の機能概念－｢一遍聖絵｣の場合－ 宗教史
8～15 橘      俊道 武蔵国石浜道場について 宗教史
16～34 浅田   敦子 近世在方質屋と農民 近世史
35～42 小山   弘健 幻の｢寒村著作集｣－刊行計画始末記－ 近代史
43～54 金子小一郎 父  金子角之助を語る 人物史
55～58 山本   悦三 平野友輔先生を偲ぶ 人物史
59～135 藤岡      修 相州藤沢宿外五拾壱村組合取締御改革御用留－慶応三年御用留－ 史料紹介

1～7 圭室   文雄 江戸時代における僧侶の肉食妻帯－試論－ 宗教史
8～23 高野      修 相模大山講と藤沢 宗教史
24～55 山本      章 明治後期のおける藤沢の米穀肥料商 近世史
56～165 藤岡      修 相州藤沢宿外五拾壱村組合御取締諸向二番御用留－慶応四年御用留－ 史料紹介

1～14 大濱   亮一 荒畑寒村の遺言状 人物史
15～25 大橋   俊雄 遊行25代仏天について 宗教史
26～72 三木      洋 江戸・明治時代の歯科と引札 民俗
73～107 山本      章 明治後期における藤沢の米穀肥料商（その二） 近代史
108～114 圭室   文雄 江の島の近世文書（一） 史料紹介

1～18 伊藤   一美 後北条氏の江の島支配をめぐって－特に氏照と江の島の関係について－ 中世史
19～29 河野   憲善 一向上人の念仏思想 宗教史
1～189 下山   治久編 『改訂 後北条氏編年文書目録』 目録

1～24 大平      聡 善光朱印経奥書集成 史料紹介
25～123 下山   治久編 『玉縄城関係文書集』 史料紹介

1～45 内海      孝 近代金沢の歴史と藤沢－藤沢地域史を相対化するために－ 近代史
46～62 笹原   亮二 フィールドワークと｢現在｣－様々に顕れる民俗の捕捉のために－ 民俗
63～68 青木      久 鵠沼の思い出－92歳、青木久  昔語り－ 郷土史 聞き書き
69～107 山本      章 肥料統制への道（一）－肥料商の肥料管理法案反対運動－ 近代史
108～130 三木      洋 片瀬村洲鼻にあった江の島弁財天遥拝石の鳥居について 民俗

24 3～31 加藤   信夫 南鍛冶山遺跡と下ノ根遺跡の概要について 考古学 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

売切 32～39 河野   喜映 土器からみた南鍛冶山遺跡の年代 考古学 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

40～53 荒井   秀規 南鍛冶山遺跡の周辺官衙遺跡と郡郷の問題 古代史 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

54～66 浅野      充 律令制下の地方行政について 古代史 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

86･3

87･3

84･3

85･3

82･3

83･2

90･3

91･3

88･1

89･3

23

16

15

22

21

20

19

18

17



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
67～79 井上   尚明 集落遺跡としての南鍛冶山遺跡 考古学 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

80～91 平川      南 墨書人面土器と文字 考古学 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

92～105 宮瀧   交二 墨書土器と集落遺跡 考古学 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

106～114 山口   英男 墨書土器と官衙遺跡 考古学 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

115～120 関      和彦 南鍛冶山遺跡の史的性格 古代史 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

121～138 南鍛冶山シンポジウム 討論 古代史 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

139～141 鳥養   直樹 南鍛冶山遺跡シンポジウム雑感 参加記 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

142～145 丸山      理 南鍛冶山遺跡シンポジウム所感 参加記 南鍛冶山遺跡を考えるシンポジウム記録

146～150 高木   和男 江戸時代の本に見られる藤沢宿 近世史
151～157 大平      聡 善光朱印経奥書集成・補遺　 史料紹介
158～170 三木      洋 齒の塚譚（その１） 民俗
171～180 大畑      哲 耕余塾とその弟子たち－自由民権と耕余塾について－ 近代史

1～6 (続)市史編纂準備委員会 （続）藤沢市史編纂要綱についての報告 市史編纂
7～31 有賀   密夫 近世鵠沼村と新田開発 近世史
32～39 高木   和男 鵠沼海岸の開発－砂の飛ぶ荒地から、住宅地へ－ 近代史
40～79 三木      洋 齒の塚譚（その二） 民俗
80～97 笹原   亮二 ある民俗芸能家の肖像－永田衡吉の仕事を巡って－ 民俗
98～104 石塚      勝 慈眼寺十一面観音立像胎内より見出された史料について 史料紹介
105～128 鈴木   良明 『岩本院参詣者御祈祷・護摩・御札料等覚帳』（上） 史料紹介

1～18 山田   泰弘 藤沢の仏像－年代別リストと概説－ 美術史 シリーズ藤沢の仏像（上）
19～28 薄井   和男 養命寺薬師如来像をめぐって 美術史 シリーズ藤沢の仏像（上）
29～37 中島   淳一 時宗寺院の阿弥陀如来像－清浄光寺本尊を中心に－ 美術史 シリーズ藤沢の仏像（上）
38～44 緒方   啓介 藤沢の地蔵信仰 美術史 シリーズ藤沢の仏像（上）
45～53 山田   泰弘 珍しい尊像あれこれ 美術史 シリーズ藤沢の仏像（上）
54～80 栗田   尚弥 占領軍と藤沢市民－ＧＨＱ民事局（ＣＡＳ）文書を中心に－ 現代史
81～114 内海美和子 藤沢宿助郷システムの展開と実態－その数量的検討を中心に－ 近世史
115～140 荒井   秀規 『和名類聚抄』に見る相模・武蔵の郷名について-名古屋市博物館本を中心に- 古代史
141～163 鈴木   良明 『岩本院参詣者御祈祷・護摩・御札料等覚帳』（下） 史料紹介

1～22 岡本   孝之 湘南の考古世界－藤沢の遺跡はひとつ－ 考古学
23～32 山田   泰弘 藤沢の平安仏 美術史 シリーズ藤沢の仏像（中）
33～42 塩澤   寛樹 弁天五部経と弁才天－江島における事例から考えて－ 美術史 シリーズ藤沢の仏像（中）
43～52 緒方   啓介 藤沢市域における近世仏師の動向（上） 美術史 シリーズ藤沢の仏像（中）
54～55 野口   泰助 白旗神社奉額の数学問題 史料紹介
1～153 下山   治久編 後北条氏発給者別編年文書目録 目録

1～13 山田   泰弘 慈眼寺本尊十一面観音像について 美術史 シリーズ藤沢の仏像（下）
15～24 緒方   啓介 藤沢市域における近世仏師の動向（下） 美術史 シリーズ藤沢の仏像（下）
25～36 中島   淳一 藤沢における日限地蔵信仰と仏像－西村地蔵堂の事例より－ 宗教史 シリーズ藤沢の仏像（下）
37～70 池田真由美 近世藤沢宿における伝馬役負担構造 近世史
71～105 井口   鐵介 論所地改と助郷免除 近世史
107～128 植山      淳 明治・大正期の川口村財政と江の島橋梁 近代史
129～136 有光   友學 一通の今川義元宛書状 史料紹介

1～44 平野   雅道 藤沢宿蒔田本陣の研究課題と史料紹介 近世史
45～55 大島   英夫 『孝養録』と相模国 近世史
57～82 井上   嘉重 『佐藤家文書』萩藩相州三浦郡、鎌倉郡民政事 史料紹介
83～106 栗田   尚弥 第一○八軍政グループ・第八九軍政中隊部隊沿革史 史料紹介

１～10 【あと  まっぷ】編集委員会 戦時下藤沢の軍事施設－海軍施設を中心に－ 現代史 特集：戦時下の藤沢・軍事施設

11～21 椎谷   和雄 藤沢海軍航空隊研究 現代史

92･3

93･3

91･3

29

28

27

96･3

97･3

94･3

95･3

26

30

25



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
22～29 大庭      一・栗田   尚弥 米戦略爆撃調査団関係資料－藤沢海軍航空隊－ 現代史 資料紹介  翻訳大庭、監訳栗田

30～40 笠原   友吉 レーダー教育の残照－海軍電測学校－ 現代史
41～70 清水   照信 シナリオ『戦時下の藤沢・藤沢にも戦争があった』 現代史 採録・注釈清水
71～76 泉川   甲子 聞き取り・藤沢海軍航空隊 現代史 聞き手は清水と細井守
77～81 荒木   義達 聞き取り・海軍電測学校 現代史 聞き手清水
83～100 田中悦太郎 辻堂演習場開拓苦闘史（転載） 現代史
101～125 八田   恵子 昭和戦前期の藤沢市北部農村－御所見村大字葛原における農村社会の諸相－ 現代史

１～22 今井   清一 戦時下の藤沢 現代史 講演録
23～46 栗田   尚弥 地方現代史と海外資料－アメリカ軍資料を軸として－ 現代史
47～123 平野   雅道 森家文書『御用留』 史料紹介

1 サバ神社を考える集い 「サバ神社を考える集い」報告 宗教史 97年11月3日の集いの報告
２～９ 植松   晴男 サバ神社の「なぞ」を考える 宗教史
10～22 江本   好一 サバ神社の発現を考える 宗教史
23～29 湯山    　学 村々の神々 宗教史
31～61 平野   雅道 慶応四年藤沢宿台町の火災史料について 史料紹介
1～46 下山   治久 伊勢宗瑞関係年表 年表

1～4 広田   隆義 村岡の地形と様子 民俗 特集　村岡の民俗
5～29 佐藤   照美 農家の暮らし－女性の生活を中心に－ 民俗 特集　村岡の民俗
31～43 佐藤   照美 山の利用 民俗 特集　村岡の民俗
44～52 粂　　  智子 奉公の生活と慣行 民俗 特集　村岡の民俗
54～67 鈴木　 明子 村岡の産育儀礼と職業産婆 民俗 特集　村岡の民俗
68～79 亀井　 好恵 講の移り変わり 民俗 特集　村岡の民俗
82～88 亀井　 好恵 柄沢婦人消防隊について 民俗 特集　村岡の民俗
89～95 粂　　  智子 マチから来た嫁とムラの生活 民俗 特集　村岡の民俗
100～103 鈴木　 明子 村岡の関東大震災 民俗 特集　村岡の民俗
105～106 大岡　　  聡 長田良彦『丘は招く』『続・丘は招く』 紹介
106～107 上山　 和雄 藤沢市教育委員会『FUJISAWA 1945～1959 アメリカ軍の見た藤沢』 紹介

１～６ 小川乃倫子 泰堂と私 人物史 文書館歴史講座「小川泰堂を語る」

７～19 高野      修 小川泰堂とその時代 人物史 文書館歴史講座「小川泰堂を語る」

20～41 羽田　 博昭 戦後における生活協同組合の成立過程－食糧危機と町内会の廃止に関連して－ 現代史
42～52 亀井　 好恵 太平洋戦争前後の宮前・弥勒寺の生活 民俗 座談会記録
53～64 平野   雅道 藤沢宿旅籠蔦屋の史料紹介とその変遷－江戸時代を中心にして 史料紹介
65～67 粂　　  智子 丸山久子文庫 史料紹介
68～69 小野　 英夫 甲飛藤空会編『規律の中の青春－藤沢海軍航空隊練習生の生活訓練と軌跡－』 紹介
70～72 大岡　　  聡 藤沢市教育委員会編『市民が語る十五年戦争』 紹介
73～75 伊藤　 暢直 (続)藤沢市史編さん委員会編『市民が語る60年　(続)藤沢市史別編１』 紹介

１～18 木下　　　良 『東海道絵図』について－川崎から相模・伊豆国境まで－ 近世史
19～36 湯山    　学 藤沢宿坂戸町壁土山地蔵堂考－本町三丁目北向き地蔵の由来－ 近世史
37～56 八田   恵子 菖蒲沢養豚組合の成り立ちと活動－高座豚種豚産地の形成から有畜農業による経済更生－ 現代史
57～59 上山　 和雄 小田原市編集・発行『小田原市史　通史編　近現代』 紹介
60～62 羽田　 博昭 戦時下の小田原地方を記録する会編集・発行『市民が語る小田原地方の戦争』 紹介
63～67 大岡　　  聡 横浜市総務局市史編集室編『横浜市史Ⅱ　第二巻（下）』 紹介
68～71 黒川　 徳男 茅ヶ崎市史編集員会『図説　市民の半世紀　茅ヶ崎市史　現代８』 紹介

1～23 大岡　　  聡 新聞と地域－大正～昭和戦前期、藤沢の新聞状況－ 現代史
24～48 平野 　雅道 幕末明治初期の藤沢宿における治安維持 近代史
49～61 細川　 光成 相模国南部の御鷹場－藤沢の村々を中心に－ 近世史
62～75 羽田博昭・黒川徳男 湘南大庭市民図書館所蔵「片山哲文庫」について－ノート・手帳類を中心に－ 史料紹介

03・336

35

34

02・3

00・3

01・3

98･3

99・3

97･3

33

32

31

30



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
76～88 粂　　  智子 丸山久子文庫その後－柳田國男関係書簡資料を中心に－ 史料紹介
89～93 山本　 唯人 上山和雄編著『帝都と軍隊－地域と民衆の視点から－』 紹介
94～98 石居　 人也 大畑哲著『相州自由民権運動の展開』 紹介
1～10 小風　 秀雅 湘南の誕生 近代史 歴史講座
11～30 内海　　　孝 外国人と藤沢 近代史 歴史講座
31～35 横田　 洋一 岸田劉生と鵠沼 近代史 歴史講座
36～45 加藤　 厚子 松竹大船撮影所と湘南の風景 現代史 歴史講座
46～68 中村　　　修 藤沢市文書館に所蔵される軍事関係資料の概要について 史料紹介
69～75 高嶋　 修一 横浜近現代史研究会・横浜開港資料館編『横浜近郊の近代史－橘樹郡にみる都市化・工業化』 紹介
76～83 能川　 泰治 大西比呂志・梅田定宏編著『「大東京」空間の政治史－1920～1930年代－』 紹介
84～88 黒川　 徳男 寒川町企画部町史編さん課編『さむかわ歴史ものがたり100』 紹介
1～24 座談会 「文書館会館三〇周年記念」座談会 文書館 文書館設立３０周年特集
25～26 尼崎市立地域研究史料館 地域文書館の課題－尼崎の場合ｰ 文書館 文書館設立３０周年特集
28～31 齋藤　英行 久喜市公文書館の現状と課題－中間庫（書庫スペース）の問題について－ 文書館 文書館設立３０周年特集
32～37 庄谷　邦幸 地域文書館の収集基準と普及啓発事業 文書館 文書館設立３０周年特集
38～40 伊藤　然 情報公開制度と文書館 文書館 文書館設立３０周年特集
41～45 山本　幸俊 市町村文書館設立の「理想」と「現実」－文書館的総合文書管理システムの普及－ 文書館 文書館設立３０周年特集
46～48 永野　勝康 学校に保存されている文書と地域文書館 文書館 文書館設立３０周年特集
49～50 小松　郁夫 「古文書解読講座」の課題 文書館 文書館設立３０周年特集
51～53 島村　芳宏 さいたま市の成立と資料保存事業 文書館 文書館設立３０周年特集
54～56 小松　芳郎 「公文書等の適切な管理、保存及び利用に関する懇談会」報告書を読む 文書館 文書館設立３０周年特集
57～65 冨善　一敏 文書館学一般教育の試み－吉備国際大学での実践報告の紹介－ 文書館 文書館設立３０周年特集
66～86 八田　恵子 湘南地域の住宅地化と海水浴場－鵠沼地区を中心に－ 近代史
87 鈴木　良明 「近世江の島と弁財天信仰」開催にあたり 近世史 歴史講座
88～98 鈴木　良明 江戸将軍家の江の島弁財天信仰 近世史 歴史講座
99～108 圭室　文雄 江の島弁財天信仰と別当岩本院 近世史 歴史講座
109～123 池田　真由美 江の島の島民生活と弁財天別当 近世史 歴史講座
124～134 品川　文彦 江の島詣の風俗 近世史 歴史講座
135～142 季武　嘉也 大西比呂志著『横浜市政史の研究－近代都市における政党と官僚』 紹介

39 06・03 1～16 伊藤　一美 大庭御厨における在地住人と伊介神社祝荒木田氏-史料『天養記』所収文書の一考- 中世
17～35 仙波　千枝 『女学世界』における内藤千代子 人物史
36～45 伊藤　一美 源義朝と大庭御厨 中世
46～58 永井　晋 中世都市鎌倉の発展と藤沢 中世
59～71 柴　裕之 後北条氏と藤沢 中世
72～85 西ヶ谷　恭弘 大鋸-藤沢宿の大鋸引職人をめぐって- 中世
86～97 湘南地区労の歩みと東京螺子 現代史
98～112 黒川　徳男 奥須磨子・羽田博昭編　『都市と娯楽　開港期～1930年代』 紹介
113～116 上田　和雄 相模原市総務部総務課市史編さん室編　『相模原市史　現代図録編』 紹介
117～124 八田　恵子 「湘南の誕生」研究会編　『湘南の誕生』 紹介
125～128 佐藤　孝 （続）藤沢市史編さん委員会編　『ニュースは語る　二〇世紀の藤沢1901～1955』 紹介

1～43 大石　三沙子 助郷会所とその運営－東海道藤沢宿を事例として－ 論文
44～63 高野　修 小笠原東陽と耕餘塾 近世史 歴史講座
64～74 永野　勝康 近代藤沢の初等教育 近世史 歴史講座
75～86 長田　三男 「近代藤沢の女子中等教育」－実科高等女学校を中心に－ 近世史 歴史講座
1～23 下山　治久 戦国期の江ノ島関連文書の研究－その時代的背景と分析(上)－ 論文

24～38 小川　直之 高座地域の日記と民俗 近世史 歴史講座
39～63 森　悟朗 近代の江の島の観光と神社 近世史 歴史講座

04・3

03・3
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08･341

38 05・3

40 07･3



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
64～79 西富　鈴木喜久枝氏聞取り 人物史 聞取り調査記録

42 09･3 1～28 下山　治久 戦国期の江ノ島関連文書の研究－その時代的背景と分析(下)－ 論文
29～173 吉川　榮 宮原郷土史稿 近世史

43 10･3 1～11 下山　治久 戦国期の江ノ島関連文書の研究－その時代的背景と分析(下)－ 論文
1～172 下山　治久 改訂　後北条氏発給者別　編年文書目録

44 11･3 1～17  加藤　芳典 伊勢参宮旅日記にみる江戸時代の旅行行程－東日本における観光行動を中心として－ 論文
18～28 中村　崇高 自治体公文書が語る徴兵事務 歴史講座
29～43 坂井　久能 「名誉の戦死」をめぐって－神奈川県の場合－ 歴史講座
44～58 大石　静雄 戦争の時代を生きて－夜間戦闘機「月光」の搭乗員として－ 歴史講座
59～71 中村　修 史料に見る近代兵士の群像－藤沢市文書館収資料から見えるもの－ 歴史講座

45 12･3 1～38  高野　修 小笠原東陽と三觜家-耕余塾を振りかえる- 論文
39～62 下山　治久 戦国期、玉縄城領の神社造営と宮大工 論文

46 13・3 1～3  松本　洋幸 特集にあたって 藤沢市史講座
4～39 武村　雅之 関東大震災と神奈川県　地震のメカニズムと被害の実態 藤沢市史講座
40～56 松本　洋幸 関東大震災を記録した人びと-横浜・藤沢を中心に- 藤沢市史講座
57～81 伊藤　一美 震災を生きる子どもたち　時代にみる災害思想の変化 藤沢市史講座
82～105 小風　秀雅 震災から復旧・復興へ 藤沢市史講座
106～115 小川　雄二郎 地域防災のあり方－町内会の場合－ 藤沢市史講座
116～127 内藤　喜嗣 関東大震災での鵠沼の津波と現在の津波対策 藤沢市史講座
128～147 石塚　勝 景観写真の時代推定について 調査報告

47 14・3 1～3  季武　嘉也 特集にあたって 藤沢市史講座
4～21 季武　嘉也 保守市政から革新市政へ 藤沢市史講座
22～32 源川　真希 革新自治体の誕生　東京・横浜・藤沢 藤沢市史講座
33～49 本宮　一男 経済構造の変容と人口増加問題 藤沢市史講座
50～66 秋山　富男　・　高野　修 七篠道場金光寺近世文書（七篠道場記録・学寮篠目）について 史料紹介

48 15・3 1～22  圭室　文雄 文書館40周年記念講演録　文書館資料が語る藤沢の近世宗教史 文書館開館40周年記念特集

23～44
小風　秀雅・圭室　文雄・高野
修・鈴木　良明・安藤　正人 パネルディスカッション「藤沢の歴史を編む」～文書館の歩みと共に（過去・現在・未来）～

文書館開館40周年記念特集
45～57 伊藤　一美 信者の歩いた「道」－中世藤沢地域の信仰と江の島・片瀬－ 文書館開館40周年記念特集
58～68 斉藤　司 物見遊山の時代－絵画にみる藤沢宿と江の島－ 文書館開館40周年記念特集
69～81 大矢　悠三子 湘南海岸の変遷 文書館開館40周年記念特集
82～101 高野　修 一遍における神祇信仰と廃仏毀釈 論文

49 16・3 1～12 永野　勝康 高等学校への進学 論文
13～39 髙野　修 遊行寺と藤沢　他阿真教の遊行と寺院創建について（試論） 藤沢市史講座講演録
40～55 鈴木　良明 江島弁財天と庶民信仰 藤沢市史講座講演録
56～63 真鍋　淳哉 伊藤一美『大庭御厨に生きる人々』（藤沢市史ブックレット６） 書評

50 17・3 1～2 小風　秀雅 「藤沢市史研究」50号を記念して 「藤沢市史研究」５０号記念特集

3～20

圭室　文雄・石塚　裕道・寺田
兼方・内海　恒雄・高野　修・小
風　秀雅

藤沢市史研究50号記念座談会「藤沢市史編さんの50年」前半期

「藤沢市史研究」５０号記念特集

21～45
松本　洋幸・本宮　一男・中村
喬・加藤　厚子・小風　秀雅

2015年藤沢市史講座パネルディスカッション「藤沢の戦後70年―その原点を探る―」
「藤沢市史研究」５０号記念特集

46～71 山田   あや子
大正期に辻堂で実施された「東京市芝區夏期林間學校」を繙く

「藤沢市史研究」５０号記念特集

72～76 服部   宏
藤沢市史ブックレット７「散歩名人in藤沢」

「藤沢市史研究」５０号記念特集

08･341



号数 発行年月 頁　数 執　　　　筆　　　　者 タ　　　イ　　　ト　　　ル 分　類 備　　　　　　　　考
藤沢市史編さん日誌Ⅰ　1966（昭和41）年から1981（昭和56）年

51 18・3 1～12 伊藤　一美 「堀内家文書」に見る堀内氏とその伝承 論文
13～31 髙野　修 市民憲章は市民運動から生まれた 論文
32～38 加藤　厚子 藤沢市史子ども講座「調べよう！藤沢」実施報告
39～44 松吉　大樹 藤沢・江の島を舞台としたいのりのかたち　相模武士の信仰～祈りの諸相～報告要旨 藤沢市史講座講演録
45～46 伊藤　一美 戦乱期僧侶たちの法談合宿 史料紹介
47～53 小林　康文 「古代神奈川の道と交通」（藤沢市史ブックレット8） 書評
54～59 栗田　一生 「古代神奈川の道と交通」（藤沢市史ブックレット8） 書評

藤沢市史編さん日誌Ⅱ　1982（昭和57）年から1985（昭和60）年

52 19・3 1～50 内海　孝 持田角左衛門と若尾商店―相州生糸の対米戦略をめぐって― 論文
51～78 髙野　修 乃木希典と片瀬 論文
79～90 田尾　誠敏 古代相模国高座郡をめぐる地域支配と交通 藤沢市史講座講演録
91～92 真鍋　淳哉 伊藤一美著　藤沢市史ブックレット10「江の島、神の島から人の島へ」 書評
93～95 松本　洋幸 大矢悠三子著　「江ノ電沿線の近現代史」 書評
96～100 荒井   秀規 「古代神奈川の道と交通」の書評に対するリコメント 書評


